
私
の
イ
タ
リ
ア
紀
行(

三
完) 

 

長
谷
川 

修 
 

 

（
承
前
）
国
内
旅
行
後
半
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
ね
る
。 

 

ボ
ロ
ー
ニ
ャ 

 

自
由
都
市
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
は
欧
州
最
古
の
大
学
が
創
立
さ
れ
、
ダ
ン
テ
、
ガ
リ
レ
オ
、
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
等
が
勉
学
に
励
ん
だ
。
大
学
跡
地
に
残
る
解
剖
学
大
階
段
教
室
を
見
物
し
た
が
、
九
百
年
を
超

え
る
歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
。 

街
の
守
護
聖
人
を
祀
る
サ
ン
・
ペ
ト
ロ
ニ
オ
聖
堂
は
大
教
会
の
構
想
で
建
設
を
始
め
た
が
、「
ヴ
ァ

テ
ィ
カ
ン
よ
り
大
き
い
物
は
建
て
る
な
」
と
の
教
皇
の
横
槍
で
工
事
が
中
断
し
、
中
途
半
端
で
い
び

つ
な
構
造
を
と
る
。
た
だ
、
内
部
の
彫
刻
類
は
素
晴
ら
し
く
、
大
型
の
日
時
計
は
正
確
か
つ
精
巧
に

作
ら
れ
て
い
た
。 

ま
た
、
娘
の
好
み
で
モ
ラ
ン
デ
ィ
美
術
館
に
行
っ
た
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
生
ま
れ
の
モ
ラ
ン
デ
ィ
は
抑

え
た
色
調
で
卓
上
の
日
常
品
を
描
き
、
須
賀
敦
子
の
本
の
表
紙
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。 

 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア 

 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
ア
ド
リ
ア
海
北
部
の

潟
ラ
グ
ー
ナ

に
築
か
れ
た
「
海
の
都
」
で
あ
る
。 

 

ま
ず
は
街
の
概
要
を
つ
か
も
う
と
、
水
上

ヴ

ァ

ポ

バ
ス

レ

ッ

ト

の
二
四
時
間
乗
り
放
題
券
を
求
め
、
大
運
河

カ
ナ
ル
グ
ラ
ン
デ

を
航

行
す
る
船
か
ら
両
岸
を
眺
め
、
ま
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
本
島
を
一
周
し
海
か
ら
概
観
す
る
。 

本
島
で
は
、
須
賀
の
エ
ッ
セ
イ
で
筆
者
の
心
に
刻
ま
れ
た
、
欧
州
最
古
の
ユ
ダ
ヤ
人
ゲ
ッ
ト
ー
跡

と
不
治
者
施
設
院
（
梅
毒
治
療
院
）
の
あ
っ
た
ザ
ッ
テ
レ
海
岸
を
訪
ね
た
。
ま
た
、
旧
国
営

ア

ル

セ

造
船
所

ナ

ー

レ

正
門
で
は
、
輝
け
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
海
軍
の
残
光
を
感
じ
た
。 

周
辺
の
島
で
は
、
瀟
洒
な
教
会
の
あ
る
ジ
ュ
ー
デ
ッ
カ
島
、
ガ
ラ
ス
細
工
の
ム
ラ
ー
ノ
島
と
毎
夏

の
映
画
祭
会
場
と
な
る
リ
ド
島
に
上
が
っ
た
。 

 

本
島
中
心
街
は
観
光
客
に
よ
る
混
雑
と
狭
い
道
が
入
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
効
率
よ
く
回
る

た
め
に
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
か
ら
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
駅
ま
で
は
ガ
イ
ド
を
雇
っ
た
。
リ
ア
ル
ト
橋
、

魚
市
場
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
生
誕
地
跡
等
を
巡
り
、
道
筋
い
く
つ
か
の
教
会
に
案
内
さ
れ
る
。
中
で

も
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
フ
ラ
ー
リ
教
会
の
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
作
「
聖
母
被
昇
天
」
と
サ
ン
・
ロ
ッ
コ

大
同
信
組
合
の
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
の
作
品
群
は
見
事
だ
っ
た
。 

  

ナ
ポ
リ
を
含
む
五
つ
の
街
は
、
い
ず
れ
も
長
い
歴
史
を
背
負
い
か
つ
個
性
的
だ
。
住
民
、
食
べ
物
、

建
造
物
、
景
色
等
全
て
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色
彩
で
輝
い
て
い
た
。 


